
一般社団法人中部産業連盟

中産連

コ ンサルテーショ ン・ 企業内研修事例詳細

人経営幹部、 ・役員候補、 コ ア人材による

ISO 統合化・スリム化・見える化支援

課題と 改善の

方向性の特定

システムの構築

運用及び改善

（１）現状棚卸

以下の視点で、適用範囲の内部監査を実施

・ マニュアル/規定/手順書で重複している文書

・ ISO規格要求のための業務/記録

（２）統合化/スリム化/見える化への方向性検討

統合化/スリム化/見える化への課題検討

（１）統合化/スリム化/見える化の推進

システム文書については、以下の視点で改訂

・ 記載内容を修正

・ 重複文書を削除

・ 図表化/フロー化

・ ＱＭＳ・ＥＭＳ等のシステム統合と２０１５年版改訂対応

（ １ ） アウト プッ ト 文書＆ＩＳＯ- ＶＭボードの周知

①改訂マニュ アル /手順 /様式/管理方法を関係者に周知

（ ２ ） 運用及び改善

①運用

②内部監査等で運用状況を検証

③マニュ アル /手順 /様式を再修正 /運用改善

ＩＳＯシステムを有効活用するためには、システムが重い（文書量が多い、手順が複雑、作業工
数がかかる）、ＰＤＣAが回っていない、マネジメントに役立っていない等の問題を解決し、真に
企業経営に役立ち、業績向上に貢献できるシステムへと変革していかなければなりません。

そのためには
①ＩＳＯの各システムの統合化  ②経営システムとの連携・融合化
③文書と作業のスリム化     ④ＩＳＯ- ＶＭボード等によるシステムの見える化
を実施していく必要があります。

また、２０１５年版改訂により、９００１・１４００１・２７００１の規格要求事項の配列や要求内容の
共通化が進み、ＩＳＯ統合化・見える化・スリム化を推進することは時代の流れとなってきており
ます。

事・ 組織 人材
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推進イメージ

文書のスリ ム化

マニュ アル

規定/手順

記録

マニュ アル

規定/手順

記録

各システムの統合

業務改善

・ 売上向上・ 生産性向上

・ 原価低減・ 納期遵守

品質管理 環境活動

・ 製品品質向上 ・ 廃棄物の削減

・ 歩留まり 向上 ・ 省エネルギー

・ ク レーム低減 ・ 省資源

  ＩＳＯ－ＶＭボードによる見える化（イメージ）
  ＩＳＯシステムの原則

本来原則 ＩＳＯマネジメントシステムで経営管
理がなされている

質の原則 製品・サービス、業務の質、管理の
質、経営の質を追求している

レビュー原則 レビューを重視している

スリム化原則 動きやすい、機能しやすい、肥満し
ていない

シンプル化原則 管理しやすく機能しやすい

見える化原則 ＰＤＣＡが見える、回っている

 スケジュ ール1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月

ＱＭＳ

経営システム

ＥＭＳ

（東京）〒102-0083 東京都千代田区麹町３－２－６（垣見麹町ビル５階） 

TEL：03-5275-7751  FAX：03-5275-7755   e-mail ： tokyos@chusanren.or.jp
問い合わせ先

実施期間は、対象範囲、システム数（ＱＭＳ、ＥＭＳ、ＩＳＭＳ等）、統合化・スリ
ム化・見える化をトータルで推進するか、別々で推進するか、２０１５年版改訂を行
いながら実施するかによって異なりますが、通常、６ヶ月（スリム化のみ）、１０ヶ
月（統合化＋２０１５年改訂）、２年（フルコースの場合）で実施しています。


